
●建築基準法56条の2（日影制限）
2階高さの建物を建てるための最低後
退距離。後退した部分は校庭を少しで
も広げるために緑化しています。

●建築基準法56条の2（日影制限）
階ごとにセットバックすることで法律を
遵守する計画です。

4m4m4m

5m5m5m 4m4m4m

●体育館上部に窓
プール有りの場合、体育館は半地下
(-3m)となりますが、1Fに窓を設けること
で自然換気・採光が可能な計画です。

●セキュリティラインで地域利用配慮
I型では地域利用諸室が一部3Fとなりま
す。特別教室との間にセキュリティライ
ンを設けて同時利用可能とします。

●一体利用に配慮
多目的室を横並び配置とし学年集会が
行える程度の広い1室として使えるよう
計画します。

●見通しのよい動線
細長い敷地を活かし150mの直線動線
として管理しやすい教室配置とします。

●校庭から神社の緑がみえる
校庭から緑が見える環境となります。

●校庭の砂埃に配慮
杉並区でも実績のある水はけ良く砂塵
が飛散しにくい土系舗装を検討します。

●登校動線に図書室
日常的にメディアに触れ、学習意欲や好
奇心を刺激する環境をつくります。

●普通教室の廊下から緑がみえる
学校生活のベースとなる普通教室前か
ら神社の緑がみえる学校とします。

●地下部分を最小限の計画
生徒の学習環境及び、感染症対策に配
慮。地下は自然換気が難しいが、体育
館は上部に地上の窓があるため、換気
の問題が少ないと考えた計画です。

●既存・仮設校舎との離隔距離確保
仮設校舎と既存校舎・新設校舎は5m
以上離隔がなければ工事車両が進入
できず、工事が難しくなります。それに
より地下の寸法が決定されています。
よって防災倉庫は1Fとしています。

5m5m5m

5m5m5m

5m5m5m

●建築基準法56条の2（日影制限）
3階高さの建物を建てられない部分です。
校庭を少しでも広くするよう緑化を検討します。

●室外機置場・太陽光パネル置場
教室の十分な空調換気設備のため、室外機置
場が必要です。詳細面積は現在検討中のため、
屋上利用の可能性は検討の結果によります。

●杉並区みどりの条例（緑化率の指定）
敷地の16％を緑化（地上または屋上）
が必要。図面に記載の部分を合計して
丁度16％程度です。（今後詳細協議）

●南側外壁のセキュリティ
外部からは直接出入できない計画。開
放入口で入退館の管理を行います。

●杉並区まちづくり条例第6条第2項
延床面積3000㎡以上のため、2m以
上の歩道状空地の整備が必要。一部
の緩和は今後協議によるが南側には
歩道がないため、緩和は難しく、既存
樹木は残すことは困難です。（再生利
用を検討）

2m2m2m

●建築基準法56条の2（日影制限）
厳しい敷地条件で2Fを実現するため
勾配屋根で計画しています。そのため
この部分の屋上利用はできません。

：建築基準法・杉並区条例等への対応事項 ：よりよい学校・よりよい計画を目指した配慮事項 S=1/1000
N

セキュリティライン

：I 型・L型共通の配慮事項

●校庭の広さについて
校庭を可能な限り広くできるよう配慮。
ただし、歩道状空地、緑化率の指定によ
り校庭は既存より狭くなっています。
歩道状空地の整備・緑地の別手法など
を今後協議予定です。

●プール庇の計画
プールサイドの上部には、見学者や体
調不良者が休むことのできる庇を検討
します。

：改築基本方針の該当番号

共通コンセプト
・学校、地域、神社の緑がつながる学校
・ラーニングセンター（図書+学習スペース）を中心に多様な学習を実現
・生徒それぞれに好きな場所、好きな居場所がある学校
・地域が学校に関わりやすい学校（地域連携が可能な学校）
・充実した運動ができる学校（大きな体育館 /120ｍトラック /50ｍ直線走路）

I 型コンセプト
【配置】
・既存の神明中と異なる配置でイメージを一新
・南側にＩ型に一直線に校舎を配置
・校庭から神社の緑を感じることができる校舎配置

【平面】
・体育館と校庭の連携を重視した配置。（ただし、体育館は 1層分地下）
・1フロアに普通教室をまとめて異学年の交流を促す計画
・直線廊下で目の届きやすい計画

校舎配置案ごとの平面計画 資料 4-1
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【校庭】

I型-1
I型-2

I型-1
I型-2
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▲▲給食車両

教室内装改修及び
工事区画を形成

渡り廊下
設置

▲ ▲

▲ ▲

▲ ▲

▲ ▲

給食車両

給食車両

▲

▲ ▲
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▲
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給食車両

▲
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給食車両

▲
▲

▲

▲

工事エリア（仮囲い）

解体または建設中の建物

学校として使用可能な建物

工事車両：出入口

学校利用：出入口

体育館・プール利用可

体育館・プール利用可

体育館・プール利用可

体育館・プール利用可

体育館・プール利用可

体育館・プール利用可

体育館・プール利用可

仮設校舎時に
使用する校舎が
３つに別れる

正門は既存と同じ南側道路

正門は既存と同じ南側道路

正門は既存と同じ南側道路

正門は既存と同じ南側道路

正門は北側道路

正門は北側道路

正門は既存と同じ南側道路 正門は既存と同じ南側道路

地下掘削工事
（Ｉ型-1）

【工期】
Ｉ型-1　77ヵ月 / 仮設校舎利用　3年
Ｉ型-2　73ヵ月 / 仮設校舎利用　3年

給食車両

工事
エリア

工事エリア

工事エリア

工事エリア

工事エリア

工事エリア

工事エリア

工事エリア
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学校利用・工事車両の出入口等は現在の想定であり変更する可能性があります。



膳

膳

●建築基準法56条の2（日影制限）
2階高さの建物を建てるための最低後
退距離。後退した部分は校庭を少しで
も広げるために緑化しています。

●建築基準法56条の2（日影制限）
4階高さの建物を建てられない部分。
校庭を少しでも広くするよう緑化を
検討します。●杉並区みどりの条例（緑化率の指定）

敷地の16％を緑化（地上または屋上）
が必要。図面に記載の部分を合計して
丁度16％程度です。（今後詳細協議）

●杉並区まちづくり条例第6条第2項
延床面積3000㎡以上のため、2m以上
の歩道状空地の整備が必要。
一部の緩和は今後協議によるが南側
には歩道がないため、緩和は難しく、
既存樹木は残すことは困難です。
（再生利用を検討）

●フレキシブルに避難時・将来対応
地域エリアは明快なゾーニングとしています。
特殊な設備が必要のない室を地域エリアと隣
接して配置。避難所のバリアフリー対応・感染者
対応や、将来の地域転用に配慮した計画です。

●体育館上部に窓
プール有りの場合、体育館は半地下
(-4m)となりますが、1Fに窓を設けること
で自然換気・採光が可能な計画です。

●南側外壁のセキュリティ
外部からは直接出入できない計画。開
放入口で入退館の管理を行います。

●開放入口と搬入車駐車場を隣接
防災倉庫や部活で利用する用具の搬出入を容易にします。

●正門から直接校庭へ出入可能
校舎を経由せず校庭へ出入可能でイ
ベント時等の利便性に配慮します。

●校庭を見渡せる職員室・校長室
管理上、職員室から校庭を見渡せるこ
とが重要と考え配置しています。

●校庭の広さについて
可能な限り校庭を広くできるよう配慮。
ただし、歩道状空地、緑化率の指定によ
り校庭は既存より狭くなっています。
歩道状空地の整備・緑地の別手法など
を今後協議予定です。

●既存校舎と同じ外壁位置
外壁面を既存校舎と同じ位置と
して景観や周囲への環境変化に
配慮しています。

●仮設校舎からの離隔距離
仮設校舎と既存校舎・新設校舎は5m以
上離隔がなければ工事車両が進入で
きず、工事が難しく、それにより仮設体
育館の寸法が決定されている。

●プール庇の計画
プールサイドの上部には、見学者や体
調不良者が休むことのできる庇を検討
します。

●学年の動線が交わらない工夫
学年エリアごとに階段とトイレを設ける
ことで、教室移動や休憩の際に他学年
の教室前を通過せずに生活することが
可能です

●室外機置場・太陽光パネル置場
教室の十分な空調換気設備のため、
室外機置場が必要です。詳細面積は
現在検討中のため、屋上利用の可能性
は検討の結果によります。

●建築基準法56条の2（日影制限）
厳しい敷地条件で2Fを実現するため
勾配屋根で計画しています。そのため
この部分の屋上利用はできません。

●地下部分を最小限の計画
生徒の学習環境及び、感染症対策に配
慮。地下は自然換気が難しいが、体育
館は上部に地上の窓があるため、換気
の問題が少ないと考えた計画です。

4m4m4m

8m8m8m

4m4m4m
5m5m5m5m5m5m

2m2m2m

●２F＝特別教室階で開放可能
将来的に地域開放の可能性を考慮し、
特別教室・図書室を2階に集約します。
3,4Fの普通教室は生徒の私物・個人情
報があるため、階段を施錠し区画。理科
室等、開放しない部屋は施錠管理する。

●２Fに普通教室の検討
２Fに普通教室を1学年配置した場合、
他学年が特別教室へ移動する際に、そ
の学年の教室前の廊下を通過すること
になります。そのため、3Fまでの動線を
工夫し他学年前の廊下を通過しない明
確な学年エリアを形成します。

●庇・バルコニー設置可能
日射対策に配慮した庇、避難安全対策
を考慮したバルコニーの検討が可能で
す。

●学校の中心にラーニングセンター
生徒の学びにはメディアに触れること
が重要です。学校の中心に図書室・多
目的室を設け、学びのきっかけをつくる
「ラーニングセンター」の計画です。

●昇降口で神明らしさを感じる
昇降口の上部を安全に配慮した吹抜け
とすることで、学校に入るとすぐに神社
の緑が見える、この場所らしい、神明ら
しい学校の計画です。

●校庭の砂埃に配慮
杉並区でも実績のある水はけ良く砂塵
が飛散しにくい土系舗装を検討します。

【B1 階平面図】 【3階平面図】

共通コンセプト
・学校、地域、神社の緑がつながる学校
・ラーニングセンター（図書+学習スペース）を中心に多様な学習を実現
・生徒それぞれに好きな場所、好きな居場所がある学校
・地域が学校に関わりやすい学校（地域連携が可能な学校）
・充実した運動ができる学校（大きな体育館 /120ｍトラック /50ｍ直線走路）

L 型コンセプト
【配置】
・既存の神明中の配置と同じＬ型に校舎を配置
・校庭に終日日影を落とさない、明るく使いやすい校庭を
　実現する校舎配置
・校舎から神社の緑を感じられる神明らしい校舎配置

【平面】
・管理諸室を敷地の中央に配置し、校舎、校庭共の管理・監視しやすい配置
・階ごとに、1F 管理・地域、2F 特別教室、3,4F 普通教室を明快にゾーニング
・学年ごとのまとまりと、他学年エリアを通らなくても教室移動が可能な配置
・普通教室エリアを 3.4F にまとめ、将来的に特別教室を地域開放エリアにしやすい配置

S=1/1000：建築基準法・杉並区条例等への対応事項 ：よりよい学校・よりよい計画を目指した配慮事項

：I 型・L型共通の配慮事項 ：改築基本方針の該当番号

N

●セキュリティラインで地域利用配慮
I型では地域利用諸室が一部3Fとなりま
す。特別教室との間にセキュリティライ
ンを設けて同時利用可能とします。
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給食車両

給食車両

給食車両

給食車両 給食車両

給食車両

給食車両

給食車両

工事エリア

▲▲

L型-1
L型-2

学校利用・工事車両の出入口等は現在の想定であり変更する可能性があります。
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▲

▲

▲

▲ ▲

▲

▲

▲

▲

▲

工事エリア（仮囲い）

解体または建設中の建物

学校として使用可能な建物

工事車両：出入口

学校利用：出入口

【工期】
Ｌ型-1　59ヵ月 / 仮設校舎利用　3年4ヵ月
Ｌ型-2　55ヵ月 / 仮設校舎利用　3年

▲

▲

▲

▲

▲

▲
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▲ ▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

地下掘削工事
（Ｌ型-1）

▲

工事エリア

工事エリア

工事エリア

工事エリア

工事エリア

工事エリア

工事エリア

工事エリア

工事エリア

工事エリア

工事エリア

▲

▲

▲

体育館・プール利用可

体育館・プール利用可

仮設体育館・利用可
プール・利用不可

仮設体育館・利用可
プール・利用不可

体育館・プール利用可

体育館・プール利用可
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